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かどまつ うち 

ある 年の 正月、 門松の まだ 取れない うちに 赤 坂の 家 

をたず ねる と、 半 七 老人 は 格子の 前に 突っ立って、 初 

春の 巷 の ゆきかい を 眺めて いるら しかった。 

「や あ、 いらっしゃい。 まずお めでとう ございます」 

いつもの 座敷へ 通されて、 年頭の 挨拶が 式の ごとく 

に 済む と、 おなじみの 老婢が 屠蘇の 膳 を 運び出して 来 

た。 わたしが ここの 家で 屠蘇 を 祝う の は、 このと きが 

二度目であった ように 記憶して いる。 今と ちがって、 

その 頃 は 年礼 を 葉書 一 枚で 済ませる 人が まだ 少な かつ 



に燜酒 をした たかに 飲んでの 前後不覚に 酔い 倒れて、 

とうとう 凍え死んで しまったの では あるまい かと 半 七 

は 判断した。 かれは 木綿の 財布に 小銭 を 少しば かり 入 

れ ている だけで、 ほかに はなん にも 手掛 りに なりそう 

な もの を 持って いなかつ たが、 半 七 は その 右の 手の ひ 

らの 鼓胝を あらためて、 彼 はお そらく 才 蔵であろう 

とすぐ 鑑定した。 たとえ 万歳で あろうが、 才蔵 であろ 

うが、 勝手にく らい 酔って 凍え死ん だとい うだけ のこ 

とで あれば、 別に むずかしい 詮議 はいらない。 その ま 

ちょ-つ 

ま 町役人に 引き渡して しまえば いいので あるが、 彼 

の ふところに 抱えて いた 赤 児の 来歴が どうも 判らな 



亀吉 にた のんで、 半 七 は 三 河 町の 家へ 帰った。 その 

夜の 五ッ (午後 八 時) 過ぎに なって、 亀吉は 寒そう な 

顔 を 三 河 町へ 持って来た。 なにぶん にも 自分 ひとりで 

は 手が 廻らない ので、 彼 は ほかの 子分 どもに も 加勢 を 

たのんで、 江戸 じゅ う の 香具師 や 因果者 師を それから 

それへ と 詮議した が、 この頃に 鬼つ 児な ど を 取り扱つ 

た 者 もなかった。 鬼つ 児な ど を 取られた 者 もなかった。 

つる 

香具師 仲間の 詮議の 蔓 はもう 切れた、 と、 亀吉は 落胆 

したよう に 話した。 

しろと 

「そうすると、 因果者に は 何も かかり 合いの ねえ 素人 

の 餓鬼 かな」 と、 半 七 は 考えながら 云った。 



た 笑った。 

「で、 どうだい。 隣り の 富 蔵と おかしい ような 様子 は 

ないかね」 

「そり や あ 判りません ね。 あの人の ことです から」 

「そうだろう」 と、 半 七 も 笑った。 「いや、 日の 短け え 

のに 手間 費え を させて 済みません。 さあ、 亀。 もう 行 

ザ J ぅぜ 」 

女房に 挨 接して、 ふたり は 露路の 外へ 出た。 

「親分。 不思議な ことがある もんです ね」 

「むむ、 広い 世間に はいろ いろの ことがある」 と、 半 

七 はうな ずいた。 「だが、 まあ、 ここまで 足 を 運んだ 効 



じりと もしなかった。 あくる 朝七ッ (午前 四時) 頃 か 

ら 寝床 をぬ け 出して、 行燈の 灯で 煙草 をのんで いると、 

割れる ように 表の戸 を 叩く 者が あ つ た。 

「誰 だ。 誰 だ」 

「わつ しです。 亀です」 と、 外で あわただしく 呼んだ。 

「豆腐屋 か。 馬鹿に 早え な」 

家の 者 はま だ 起きない ので、 半 七 は 自分で 起って 戸 

を あける と、 亀 吉は息 を はずませて 転げ込んで 来た。 

「親分。 富 蔵が 殺ら れた」 

四 



らいで 済めば 小難でした」 

「小難 はおめ でて えが、 なに か 変死が あると いう じ や 

ありま せんか。 焼け死ん だのです か」 と、 半 七 は 何げ 

なく 訊いた。 

「それが 判らな いんです。 あの 富さん が 焼け死んで… 

;。 ぉ津賀 さん も …… 」 

「そうです か」 

半 七 はすぐ に 火元へ 行った。 もうこう なって は 仮面 

を かぶって いられな いので、 かれは 自分の 身分 を 名 

いえぬし 

乗って、 家主 立ち会いで 焼け跡 を あらためた。 近所の 

人達が 早く 艇け 付けて、 すぐ 叩き 毀して しまったので、 



れ まして は、 わたくし もどう してよ いか、 実に 消え入 

りたい くらいで …… 」 

若い 女に さいなまれ ている 老人の 懺悔 を、 半 七 は 嘲 

るよう な 又 あわれむ ような 心 持で 聴いて いると 巿 丸太 

夫 は 恐る恐る 語りつ づけた。 

「そういう 次第で、 わたくし も 途方に 暮れて 居ります 

うちに、 宿の 女中から 不図 こんな こと を 聞き ましたの 

でございます。 昨年の 夏 頃から 宿に 奉公して 居り まし 

たお 北と いう 若い 女中が 主の 定まらない 胤 を 宿して、 

だんだん 起&も 大儀に なって 来たので、 この 七月に 暇 

を 取って 新 宿の 宿 許へ 帰って、 十月の はじめに 女の 児 



二十 六日の 宵の 五ッ (午後 八 時) 少し 前で ございまし 

たが、 松 若 は それぎ り 帰って まいりません。 どうした 

のかと 案じて 居ります と、 その あくる 日の 午過ぎに お 

津賀が 又 押し掛けて まいりまして、 あの 因果者 はどう 

したと 催促いた します。 ゆうべ 松 若に とどけさ したと 

云いましても なかなか 承知し ませんで、 いろいろ 面倒 

な こと を 申します ので、 わたくし もい よいよ 困り果て 

ました。 それば かりで なく、 だんだん その 様子 を 見て 

いますと、 ぉ津賀 はどう も 富 蔵と 情交が あるので はな 

いかと 思われる ような 所 も ございま すので、 わたくし 

もなん だか 忌 々しくなりまして、 今 思えば 実に 恐ろし 



いこと でございます。 い つ そ 富 蔵と お 津賀を 殺して し 

まえば、 誰に も I 君め られる こと は 無い と 存じまして、 

夜店で 買いました 小刀 を ふところに 入れて、 昨晩の 夜 

ふけに 稲荷町へ そっと 忍んで まいり ますと、 案の 通り 

お 津賀は 隣り の 家へ はいり 込んで、 富 蔵と 差し 向いで 

睦 じそうに 酒 を 呑んで いました。 わたくし は赫 となつ 

てす ぐに 飛び込もうかと 存じ ましたが、 なにぶん にも 

きおく 

相手 は 二人で ございま すから、 何だか 気 怯れ がして、 

しばらく 様子 を 窺って 居ります と、 ふたり はだん だん 

に 酔いが 廻って 来まして、 つまらない ことから 喧嘩 を 

はじめ ましたが、 ぉ津賀 もき かない 気の 女です から、 



元 を 取りまい て わ やわ や 騒いで いるので、 いつまでも 

出る に 出られず。 わたくし も 途方に 暮れて いると ころ 

を、 とうとう お前さんに 探し 当てられて しまいました- 

行燈を 倒した ときに、 わたくし も 早く 艇け 込んで、 一 

緒に 手伝って 消して やれば よかった ので ございましよ 

うが、 わたくし は 唯び つくりして 居りまして …… 」 

びっくり していた ばかりで はない。 そこに 残酷な 復 

謦の 意味が 含まれて い るら しい の を 半 七 は 想像し な い 

わけに は 行かなかった。 

「おめえ が 直接に 手 を おろさないで、 お 津賀も 富 蔵 も 

一 度に 片付けて しまえば、 こんな 世話の ねえ 事 はねえ」 
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